
  東京大学医科学研究所倫理審査委員会第一委員会 平成２７年度第２回議事要旨 

 

日    時： 平成２７年５月１１日（月）１５：００～１７：００ 

場    所： １号館２階会議室 

出  席  者： 古川委員長 

水本、小池、佐々、大津、高橋、渡邉（俊）、井上（純）、渋谷、稲生、井上（悠） 

の各委員 

陪  席  者： 武藤研究倫理支援室長、神里研究倫理支援室特任准教授 

                板倉研究支援課長、研究推進チーム高田専門員、吉田主任、金沢主任 

 

 議事に先立ち、事務局より委員の利益相反に関する申告方法の変更について説明があり、今後は

書面で確認することを了承した。 

 

（議事） 

１．倫理審査申請書の審査について 

（１）２７－８「動物性集合胚作製に適したヒト多能性幹細胞株の探索研究 」（新規） 

（申請者：幹細胞治療分野・特任准教授・山口 智之） 

本件の研究内容について、申請者および研究分担者である正木 英樹 特任研究員から説

明があった。次いで、研究デザイン、共同研究機関における研究内容、既取得検体の同意取得

方針、関係する指針やガイドラインの適用範囲等について質疑応答が行われた。審議の結果、

研究デザインについて再度検討し、海外の研究機関と共同研究を行うのであれば、以下の点を

修正等した上で再度本委員会において審議することとした。 

 

① 海外の研究機関と共同研究を行うのであれば、関係する指針やガイドラインの適用範

囲等について関係官庁に相談し、本委員会に結果を報告すること。 

② 申請書について、以下の箇所を修正等すること。 

・他機関との共同研究を行う場合は＜所外研究従事者＞に研究従事者氏名、研究機関名、

職名を追記すること。 

・「２・２ 方法」、「３．２）学外施設での対応とその状況」について、本所での研究内容

と共同研究機関での研究内容がよりわかりやすくなるように削除すること。 

・「２・２ 方法」の「in vivo」をイタリック体で表記すること。 

・「３．１）該当する施設名とその役割」について、建物名の前に本所名を追記すること。 

・「４・１ １）実施方法」の該当箇所にチェックを入れ、試料入手先を修正すること。 

 

（２）２３－３７「シークエンス解析によるヒト疾患の原因遺伝子の同定」（変更） 

（申請者：DNA情報解析分野・教授・宮野 悟） 

本件の変更内容と申請の経緯について、研究分担者である渋谷 哲朗 准教授から説明が

あった。審議の結果、以下の点を修正することを条件に承認することとした。 

 

① 申請書について、以下の箇所を修正等すること。 

・最新の書式で追加されている項目を追記すること。 

・「２・１ 目的」の「2011年内には～」を最新の内容に更新すること。 

   ② フローチャートに記載の研究機関名を確認し、必要に応じて修正、追記すること。 

 

（３）２６－１４「国際がんゲノム（遺伝子）コンソーシアム研究」（変更） 

（申請者：DNA情報解析分野・教授・宮野 悟） 

本件の変更内容について、研究分担者である渋谷 哲朗 准教授から説明があった。次い

で、共同研究機関における倫理申請状況や研究参加者の費用負担の取扱い等について質疑応

答が行われた。審議の結果、以下の点を修正することを条件に承認することとした。 

 



① 申請書について、以下の箇所を修正すること。 

・＜学外研究従事者＞の所属・職名が最新の情報であるか確認し、必要に応じて更新する

こと。 

・「２・３ １）①必要な対象者の選択方針および内訳」について、対象者の合計数を修正

すること。 

② 共同研究機関の研究計画申請書について、最新のものであるか確認し、必要に応じて差

替えること。 

 

（４）２６－２４「「臍帯血・臍帯由来間葉系幹細胞バンキングとその応用に関する研究」におけ

る基盤研究」（変更） 

（申請者：セルプロセッシング・輸血部・准教授・長村 登紀子） 

（変更前：セルプロセッシング・輸血部・部長・東條 有伸） 

本件の研究内容について、変更後の研究責任者である長村 登紀子 准教授から説明があ

った。次いで、遺伝カウンセリングの費用負担等について意見交換が行われた。審議の結果、

以下の点を修正することを条件に承認することとした。 

 

① 「「研究用臍帯由来細胞・臍帯血」の提供にあたっての確認事項」の研究責任者署名欄に

日付記入欄を追記すること。また、「5.」の参照する指針名、「8.」の誤記を修正すること。 

 

（５）２４－４２「癌幹細胞を制御する転写因子を標的とした難治性乳癌・膵臓がん治療法の開発」

（変更） 

（申請者：抗体ワクチンセンター・特任准教授・谷口 博昭） 

本件について、委員長から変更内容について説明があった。審議の結果、特に問題等の指

摘はなく、これを承認することとした。 

 

２．修正の報告 

  委員長から、以下の申請について修正を確認し承認した旨説明があり、了承された。なお、２

６－１１２、２６－１１３について、委員長は本研究の関係者であることから、本件の修正確認

はヒトゲノム倫理審査委員会副委員長であった渡邉委員により行われた。 

・２６－９５      

 「「次世代がん研究」支援のための、がん臨床検体の統合的ゲノム・エピゲノム解析」 

 （申請者：人癌病因遺伝子分野・教授・村上 善則） 

・２６－１０７       

 「HIV感染症における宿主免疫応答の研究」 

 （申請者：エイズワクチン開発担当・客員准教授・立川 愛）  

・２５－９（変更）     

 「抗原特異的T細胞を用いたHIV感染症に対する新規治療法の開発」 

 （申請者：エイズワクチン開発担当・客員准教授・立川 愛） 

・２６－１０９      

 「ATL発症高危険群の同定と発症予防法開発を目指す研究」 

 （申請者：血液腫瘍内科・准教授・内丸 薫） 

・２６－１１０   

 「自己免疫性肝疾患におけるリンパ球miRNA発現プロファイル解析」 

 （申請者：先端ゲノム医学分野・准教授・加藤 直也） 

・２６－１１２   

 「血液疾患のゲノム解析研究」 



 （申請者：血液腫瘍内科・教授・東條 有伸） 

・２６－１１３   

 「人工知能を用いた情報解析による個別化医療開発研究」 

 （申請者：DNA情報解析分野・教授・宮野 悟） 

 

３．迅速審査の報告 

委員長から、以下の申請について迅速審査により承認された旨説明があり、了承された。 

・２７－３      

 「当院のHIV感染症合併HBc抗体単独陽性患者の診療状況に関する横断研究」 

 （申請者：感染免疫内科・助教・安達 英輔） 

・２７－７      

 「緊急入院を指標とした病院-在宅連携システムの医療の質の評価」 

 （申請者：緩和医療科・助教・島田 直樹） 

 

４．前回委員会の議事要旨の内容について了承した。 

 

５．委員研修について 

武藤室長から、ヒトゲノム・遺伝子解析を行う研究の審査に関する注意事項について説明があっ

た。 

 

以 上 


